
男女共同参画に関する川柳　入賞作品
　８９８人の市民の皆様から、１,８１６句のご応募をいただきました。
　小学生の部、中学生の部、高校生の部、大学生・一般の部の各部門ごとに厳正なる審査を行い、力作ぞろいの中から最優秀賞、
優秀賞、佳作、審査員特別賞、学校賞を決定しました。

市では、男女共同参画についての理解と関心を深めるため、
11月の第２日曜日を「男女共同参画の日」と定め、
「男女共同参画に関する川柳」を募集しました。
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入賞者を代表して、
いわき市立中央台北
中学校で表彰状を
贈呈しました。

　「アドラー心理学」の理論をもとに、事例やワークを通して、女性が活躍でき、誰もが働きやすい職場となるた
めの対人関係のヒントやコミュニケーションのコツなどについて講義いただきました。
　参加者からは「質の高いコミュニケーションとは『相手の話をよく聴く』ということに気づかされた」、「人に
よって見方や考え方はさまざまであることを頭において、人との関係性の構築に役立てたい」などの感想をいた
だきました。

アドラー心理学に学ぶ！
女性が活躍できる職場づくり

女性活躍推進セミナー

「男女共同参画の日」講演会

転入女性交流のつどい 日時：令和６年10月16日（水）、12月4日（水）10：15～
場所：いわき産業創造館　企画展示ホール

　10月に「おしゃべり交流会」、12月に「クリスマス交流会」が開催されました。　
参加者は自己紹介後、いわきに住んだ感想やお勧めのお店等の日常生活の話題な
どで和やかに懇談し、親睦を深めていました。

令和6年度事業報告

あなたの地域は災害時に、
命と健康を本当に守れますか？
～高齢者・子ども・女性の視点から対策の質を上げよう！～

～LGBTQ/SOGIEから考える～

●参加者：市内の防災関連女性団体等

●講　師：減災と男女共同参画　研修推進センター　共同代表
　　　　　早稲田大学地域社会と危機管理研究所
　　　　　招聘研究員　　浅野　幸子　氏

●講　師：北村 優子 氏
　　　　 （産業カウンセラー、
　　　　　アドラー心理学勇気づけトレーナー）

　災害対策での男女共同参画の視点の重要性や、能登半島地震などにおけ
る支援の実情から見えてきた課題などについて講演をいただきました。グ
ループワークでは、避難所において想定できる諸問題にどう対応するか、5
つに分けたグループ内で意見交換を行いました。

日時：令和６年11月10日（日）13：20～
場所：いわき産業創造館　企画展示ホール

日時：令和６年10月30日（水） 14:00～
場所：いわき市文化センター ３階大会議室

いわき市女性活躍推進
企業認証指定講座（ ）

だれもが働きやすい職場づくり
人権セミナー

●講　師：市民団体さんかく代表　三戸 花菜子 氏

日時：令和６年12月20日（金）14：00～
場所：いわき市文化センター　３階大会議室

　LGBTQやSOGIEについて、基礎知識の理解を深めるとともに、LGBTQ
の方々の思いを知ることにより、職場や地域において私たちが「味方」にな
ることの重要性などのお話に、参加者からは「一人でも多くの人が他人事ではなく自分事として意識し、学童期
から多様性に対して理解をしていく必要性を感じた」などの感想をいただきました。
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